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中経連

意見交換の様子

意見陳述で要望を行う豊田会長
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②名古屋市立工芸高校・工業高校生によるドイツ
派遣報告

昨年８月に名古屋市教育委員会が主催。ドイツ
に派遣された両校の生徒11名が、デュアルシステ
ム（二元教育:企業と学校が共同で行う職業教育）
における職業訓練体験や国際交流活動の結果な
ど、チームワークを発揮して発表し、素晴らしい報
告内容を参加者と共有した。

③インド経済視察団報告ならびにインドセミナー
中経連が昨年11月に派遣した「インド経済視察
団」について、視察団事務局長を務めた小川専務
理事が報告を行った。続いて、松田綜合法律事務
所パートナー弁護士の久保達弘氏（インド商工省
ジャパンプラス内インド愛知デスク運営責任者）よ
り「インド進出時・進出後における留意点について
～法実務の現場から～」と題してご講演いただい

た。久保氏は、現地で
の日系企業進出支援
の取り組みを踏まえた
上で、インドの法文化、
行政の動き等を説明
された。また、インド人

と日本人のビジネスの仕方や性格の差異をあげ、イ
ンド進出時の注意点や進出後の備えについて、具
体例を交えて紹介された。

④交流会
講師、委員、インド経済視察団団員が今後の国

際事業活動、インドの最新情報の交換を行うととも
に、お互いの親睦を深めた。

（国際部　平山 りえ）

産学連携懇談会

３月７日（火）、産学連携懇談会は平成28年度の
懇談会を開催、座長の竹中副会長をはじめ19名
が参加した。
竹中座長からの挨拶に続き、事務局から「もの

づくり中部におけるイノベーション力を強化するた
めの産学官連携のあり方」をテーマに昨年10月に
実施した中部産業振興協議会の概要、中部圏に
おける異分野融合のあり方の検討に向けたヒアリ
ングの結果、産学連携に関して実施している活動
について報告を行った。
次に、平成29年度立ち上げ予定のイノベーショ

ン委員会（案）を説明するとともに、中部圏の異分
野融合のあり方や進め方について意見交換を行
った。

委員からは、「イノベーションをどこまでオープン
あるいはクローズで実施するのか、しっかりとした
議論が必要」「先端情報や技術の提供だけでなく、
実態の伴ったイノベーション活動が大学に期待さ
れている」「ＡＩやＩｏＴという言葉をよく耳にするが、
何ができるのか知りたい」「将来のＷＡＮＴＳから
新たな価値創造やビジネスモデル等を考える取り
組みが重要」など、多くの意見が出された。
最後に竹中座長が、「ものづくりの中部圏らしい

イノベーション推進活動を展開していきたい」と総
括した。今後は、イノベーション委員会（案）での
イノベーション推進活動および提言・要望等の取
り組みを展開していく。

（産業振興部　本田 宗央）

第２回人材育成委員会

３月９日（木）、人材育成委員会は平成28年度
２回目の委員会を専門委員会と合同で開催、委員
長の中村副会長をはじめ43名が参加した。
中村委員長からの挨拶に続き、本委員会が課題
意識を持つ「若者の基礎的な学力・能力の向上」に
向けた国の施策に理解を深め、今後の活動に活か
していくことを目的に、文部科学省高等教育局主任
大学改革官の濱口太久未氏を講師に迎え、「高大
接続改革の動向について」をテーマにご講演いた
だいた（本誌６月号に講演要旨を掲載予定）。
講演に引き続き、事務局より、平成29年度に策

定を予定している、中部圏の未来を支える人材の
育成に関する提言の骨子案を説明した後、意見交
換を行った。

委員からは、
「提言先を明確
にするべき」「産
業界が人材育成
に取り組むべき
理由を整理し、産
業界のニーズを
提言にしっかりと
盛り込んでほしい」「教員の教える力の向上は教育
段階を問わず、重要な論点である」「海外大学との
連携強化は大学の大きな課題である」など、多くの
意見が出された。
今後、会員アンケートや有識者へのヒアリング調

査等の実施を通して提言内容の検討を進め、次回の
委員会において、中間案の審議を行う予定である。

（企画部　久保田 孝重）

衆議院予算委員会地方公聴会

２月15日（水）、衆議院予算委員会地方公聴会が
名古屋市内にて開催された。愛知県では初の開催
であり、石田団長をはじめ15名の与野党議員、地元
からは意見陳述人として豊田中経連会長をはじめ
４名が出席した。
意見陳述で豊田会長は、赤字公債の減額等、予

算案について一定の評価をした上で、以下の要望
を行った。
●税制、財政、社会保障制度の三位一体の改革の推進
●中小企業支援等、国の支援策に対する認知度の
低さに鑑み、事業者への周知方法の改善

●東海環状自動車道西回り区間、中部国際空港
２本目滑走路をはじめとするインフラ整備

●子どもが多い世帯ほど税額が軽減される所得税
制、現物給付主体の子育て支援策の導入

●企業が自主的に行った防災・減災対策に対する
税制優遇措置の導入
４名からの意見陳述の後、与野党５名の委員と
の間で質疑応答が行われた。豊田会長は委員の
質問に対し、机上配布された「新中部圏の創生」
等の提言書を紹介しつつ、企業の防災・減災対策
に資する税制、地域の創生、生産性向上、日米関
係、雇用・賃金、企業の海外進出等について考え
を述べた。

（調査部　井神 忠）
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Q数、行間注意

愛知・岐阜 地域会員懇談会

中経連は委員会の見直しおよび平成29年度事
業計画（案）について、各地域会員の皆様との意見
交換を目的に、地域会員懇談会を開催した。参加
者の主な発言は以下のとおり。
※長野・静岡・三重 地域会員懇談会は５月号にて掲載予定。

■２月21日（火）・３月10日（金）
　愛知地域会員懇談会
参加者：豊田会長、須田評議員会議長、水野副会長、

大島副会長をはじめ122名
座　長：水野副会長、大島副会長
●イノベーション、ＩｏＴ、ＡＩの活動は的を射てお
り、期待している
●イノベーションの強化に賛成。新産業・技術のみ
ならずマーケティングを含めたビジネスイノベーシ
ョンをお願いしたい
●中部国際空港、愛知万博のように、中部が燃えるよ
うな大きなプロジェクトを新たに提案してはどうか
●地域産業活性化
委員会に期待。同
委員会と広域連
携、観光の各委員
会とは密接に関連
しており、横串が必
要。また、他団体に
も同様の取り組みがあり、連携して進めてほしい

●地域産業活性化委員会で各県に焦点をあてたの
は良い。愛知県についても各地の情報を提供して
ほしい

●地域産業の活性化には中小企業の声が重要。会
員の商工会議所も活用してほしい

●農商工連携も地域産業の中で忘れずに取り組ん
で欲しい

●企業・人材プールの取り組みは良い。他団体も実
施しているので棲み分け等してはどうか

●会員大学との懇談会を積極的に開催してほしい
●人材育成は大学生に対する取り組みのみならず、

より若い世代への対応が必要。例えば航空機産業
の人材育成に向けた取り組み等も必要ではないか

●化石燃料の輸入によって国富が海外に流出して
いる。国際情勢を踏まえたエネルギーミックスに
ついて再認識した上で提言してほしい

■３月８日（水）
　岐阜地域会員懇談会
参加者：豊田会長、須田評議員会議長、水野副会長、

村瀬副会長をはじめ20名
座　長：村瀬副会長
●ＩｏＴ、ＡＩが重要な課題であることは認識してい
るが、中小企業はそこまで対応する余裕がないの
が現状

●航空宇宙産業は集積はあるものの、所謂産業クラ
スターを形成するまでには至っていないのではな
いか。世界に伍していくために何が必要なのか

●ソフトピアジャパンでは、インキュベーションルーム
を３年間無償で提供する等行っているが、プロジ
ェクトが完成すると県外に流出してしまう。県内に
留まってもらうことが課題

●東濃６市商工会議所が連携する取り組みについ
ては、まずは観光振興から始める。良い意味での
化学反応が起こればと考えている

●2019年のラグビーワ
ールドカップの合宿
を関市に誘致したい

●地域創生のカギは中
小企業の振興。交通
ネットワークの整備
等によって、社会的生産性を高めることは、中小
企業の競争力強化にもつながる

●ＩＣＴのサービスの価値が評価と見合っていな
い。ライフスタイル、ワークスタイルを変えていく必
要もある。若い人のリテラシーを活用すべき

●地元への人材の定着が大きな課題。産学官金連
携のインターンシップで地元企業の良さを感じて
もらう取り組みを昨年から開始している

（総務部　伊藤 康隆）


